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平成 25 年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成 24 年５月 11 日に公表した平成 25 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表の実績値

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、最近の業績動向等を踏まえ、平成 25 年３月期の通期業績予想につきましても、下記のとおり

修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．平成 25 年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異 

    （平成 24 年４月１日～平成 24 年９月 30 日） 

（１）連結業績予想値の差異 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 
百万円 

198,000 

百万円

2,700

百万円

2,700

百万円 

1,600 

円 銭

7.36

今 回 実 績 （ B ） 192,391 3,233 3,473 2,062 9.47

増 減 額 （ B － A ） △5,608 533 773 462 

増 減 率 （ ％ ） △2.8 19.8 28.6 28.9 

（ご参考）前期実績 

（平成 24年３月期第２四半期） 
183,270 2,540 2,531 1,471 6.79

 

（２）個別業績予想値の差異 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円

172,000

百万円

2,000

百万円 

1,150 

円 銭

5.29

今 回 実 績 （ B ） 169,937 3,000 2,005 9.21

増 減 額 （ B － A ） △2,062 1,000 855 

増 減 率 （ ％ ） △1.2 50.0 74.4 

（ご参考）前期実績 

（平成 24年３月期第２四半期） 
160,294 1,836 1,243 5.74
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２．平成 25 年３月期通期業績予想の修正 

   （平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 

（１）連結業績予想値の修正 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

430,000 

百万円

7,500

百万円

7,500

百万円 

5,000 

円 銭

22.98

今回修正予想（B） 410,000 7,500 7,500 5,000 22.98

増 減 額 （ B － A ） △20,000 － － － 

増 減 率 （ ％ ） △4.7 － － － 

（ご参考）前期実績 

（ 平 成 2 4 年 ３ 月 期 ） 
396,732 6,634 6,714 4,202 19.37

 

（２）個別業績予想値の修正 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円

370,000

百万円

5,300

百万円 

  3,700 

円 銭

17.01

今回修正予想（B） 360,000 5,300 3,700 17.01

増 減 額 （ B － A ） △10,000 － － 

増 減 率 （ ％ ） △2.7 － － 

（ご参考）前期実績 

（ 平 成 2 4 年 ３ 月 期 ） 
344,308 4,806 3,389 15.63

 

３．差異及び修正の理由 

（１）第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異について 

 当第２四半期累計期間の売上高につきましては、海外経済の減速により、工場稼働率が低下するとと

もに、堅調に推移していた工作機械や超硬工具などの需要も鈍化したことから、連結・個別ともに前回

予想を下回る実績となりました。一方、利益面につきましては、機能強化による売上総利益率の向上、

並びに販売管理費が当初予想を下回って推移したことなどから、営業利益、経常利益、四半期純利益と

もに前回予想を上回る実績となりました。 

 

（２）通期業績予想の修正について 

 中国をはじめとする新興国及び欧州経済の減速傾向が強まる中、生産・輸出の減少により、工作機械・

切削工具などの受注環境はさらに厳しさを増すと予想されることから、通期業績予想の売上高につきま

しては、連結・個別ともに前回予想を下回る見込みであります。しかし、利益面につきましては、第２

四半期累計期間と同様に、機能強化による売上総利益率の向上が見込まれ、販売管理費も引き続き当初

予想を下回って推移すると予想されることなどから、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回予想

を据え置いております。 

 なお、配当予想につきましては、平成 24 年５月 11 日に公表した予想から修正はありません。 

 

（注）本資料における上記の予想を含む記述は、発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績・結果は予想数値あるいは見通しと異なる場合があります。 

 

以上 
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